
広
域
版
身
近
な
情
報
、生
活
情
報
を
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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思
い
思
い
に
絵
や
模
様

５
歳
児
が
陶
芸
体
験

あ
い
か
わ
保
育
園

再
任
の
２
人
に
委
嘱
状

人
権
擁
護
委
員

北
秋
田
市

２０２３年（令和５年）７月１４日（金曜日）（３） （創刊大正７年） （昭和２０年１２月３０日第３種郵便物認可）

第
１
回
「
日
本
山
ぶ
ど
う
ワ
イ

ン
コ
ン
ク
ー
ル
」
が

、

日
、

小
坂
町
で
開
か
れ
る
。
全
国
の


ワ
イ
ナ
リ
ー
か
ら
１
０
３
点
が
出

品
さ
れ
る
。

日
は
、
小
坂
ゴ
ー

ル
ド
パ
レ
ス
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
審

査
、

日
は
康
楽
館
で
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
行
わ
れ
る
。

３
月
に
発
足
し
た
日
本
山
ぶ
ど

う
ワ
イ
ン
協
会
（
会
長
・
鈴
木
重

男
岩
手
県
葛
巻
町
長
）
が
主
催
、

実
行
委
員
会
（
委
員
長
・
細
越
満

小
坂
町
長
）
が
主
管
す
る
。
ヤ
マ

ブ
ド
ウ
を
原
料
に
し
た
ワ
イ
ン
の

認
知
度
を
高
め
、
評
価
を
確
立
す

る
機
会
に
す
る
の
が
目
的
。

審
査
員
に
は
、
日
本
在
住
の
日

本
人
で
初
め
て
、
マ
ス
タ
ー
・
オ

ブ
・
ワ
イ
ン
協
会
（
Ｉ
Ｍ
Ｗ
）
認

定
の
マ
ス
タ
ー
・
オ
ブ
・
ワ
イ
ン

を
取
得
し
、
世
界
的
に
影
響
力
の

あ
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
・
大
橋
健

一
さ
ん
、
俳
優
で
「
日
本
の
ワ
イ

ン
を
愛
す
る
会
」
会
長
の
辰
巳
琢

郎
さ
ん
ら
６
人
を
招
聘
（
し
ょ
う

へ
い
）
す
る
。


日
は
午
後
、
小
坂
ゴ
ー
ル
ド

パ
レ
ス
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
会
場

に
、
注
目
の
審
査
を
行
う
。

日

は
正
午
か
ら
康
楽
館
で
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
行
う
。
開
会
行
事
の
後
、
俳

優
の
辰
巳
さ
ん
が
講
演
。
終
了

後
、
会
場
を
近
く
の
天
使
館
に
移

し
、
審
査
を
総
括
す
る
大
橋
さ
ん

が
基
調
講
演
を
行
っ
た
後
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
入
る
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
座
長
は
、

第
１
会
場
（
天
使
館
）
が
審
査
員

を
務
め
る
日
本
ワ
イ
ン
ブ
ド
ウ
栽

培
協
会
代
表
理
事
の
鹿
取
み
ゆ
き

さ
ん
、
第
２
会
場
（
小
坂
鉱
山
事

務
所
２
階
交
流
ホ
ー
ル
）
は
審
査

員
で
食
と
ワ
イ
ン
の
評
論
家
の
田

中
克
幸
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す

る
。審

査
結
果
は
、

日
午
後
６
時

か
ら
、
十
和
田
湖
畔
の
十
和
田
ホ

テ
ル
で
行
わ
れ
る
。
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
ダ
ッ
ク
ス

ム
ー
ン
が
「
山
ぶ
ど
う
ワ
イ
ン
」

の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
を
披
露
す

る
。

静
岡
県
で
来
月
開
催
さ
れ
る
第


回
若
年
者
も
の
づ
く
り
競
技
大

会
に
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
９

選
手
の
壮
行
会
が

日
、
秋
田
市

の
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田

で
開
か
れ
た
。
北
鹿
関
係
で
は
、

秋
田
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

の
佐
々
木
健
介
さ
ん
（

）
が

「
電
子
回
路
組
立
て
」
の
部
に
出

場
。
「
さ
ら
に
技
術
を
磨
き
、
悔

い
の
な
い
よ
う
頑
張
る
」
な
ど
と

抱
負
を
語
っ
た
。

職
業
能
力
開
発
施
設
や
工
業
高

等
学
校
な
ど
で
も
の
づ
く
り
に
関

す
る
技
能
を
学
ん
で
い
る
原
則


歳
以
下
の
若
者
を
対
象
に
し
た
大

会
。
厚
生
労
働
省
と
中
央
職
業
能

力
開
発
協
会
の
主
催
。
本
年
度
は

８
月
１
、
２
日
に
静
岡
県
の
ツ
イ

ン
メ
ッ
セ
静
岡
な
ど
を
会
場
に


職
種
の
競
技
を
実
施
。
本
県
か
ら

は
旋
盤
、
電
子
回
路
組
立
て
、
電

気
工
事
、
建
築
大
工
、
ウ
エ
ブ
デ

ザ
イ
ン
、
業
務
用
Ｉ
Ｔ
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
７
職
種

に
９
人
が
出
場
す
る
。

壮
行
会
で
県
職
業
能
力
開
発
協

会
の
佐
藤
賢
一
郎
会
長
は
、
過
去

の
大
会
で
本
県
代
表
選
手
が
全
国

１
位
を
獲
得
し
た
こ
と
な
ど
を
紹

介
し
、「
大
会
で
は
こ
れ
ま
で
の
練

習
で
身
に
付
け
た
力
を
存
分
に
発

揮
し
て
」
な
ど
と
激
励
、
選
手
に

県
代
表
の
認
定
証
を
授
与
し
た
。

続
い
て
選
手
の
決
意
表
明
が
行

わ
れ
、
佐
々
木
さ
ん
は
「
放
課
後

や
帰
宅
後
の
時
間
を
使
っ
て
大
会

に
向
け
て
努
力
し
て
き
た
。
大
会

ま
で
残
り
短
い
期
間
と
な
っ
た

が
、
気
を
抜
か
ず
さ
ら
に
技
術
を

磨
き
、
悔
い
の
な
い
よ
う
に
頑
張

り
た
い
」
な
ど
と
述
べ
た
。

昨
年
の
大
会
で
鷹
巣
技
術
専
門

校
か
ら
建
築
大
工
の
部
に
出
場
し

入
賞
し
た
岩
山
創
羽
さ
ん
（
ヤ
ナ

ギ
ヤ
）
が
「
無
我
夢
中
で
技
術
と

力
を
出
し
切
っ
た
爽
快
感
は
大
き

な
収
穫
で
、
仕
事
の
励
み
に
な
っ

て
い
る
。
力
を
出
し
切
れ
る
よ
う

頑
張
っ
て
」
な
ど
と
エ
ー
ル
を
送

っ
た
。

鹿
角
市
は
、
企
業
立
地
促
進
条

例
に
基
づ
く
「
指
定
事
業
者
」
に

十
和
田
精
密
工
業
（
十
和
田
末

広
、
須
藤
彰
宏
社
長
）
を
指
定
し

た
。
助
成
予
定
額
は
１
０
０
０
万

円
。同

社
は
大
型
鋼
構
造
物
や
各
種

産
業
機
械
器
具
関
連
製
品
の
製

造
、
加
工
な
ど
を
手
が
け
て
い

る
。
１
９
９
１
年
設
立
。
従
業
員

は

人
。

今
回
は
フ
ァ
イ
バ
ー
レ
ー
ザ
ー

加
工
機
を
増
設
す
る
。
こ
の
設
備

を
導
入
す
る
こ
と
で
、
コ
ス
ト
低

減
と
加
工
速
度
の
向
上
に
加
え
、

個
人
消
費
者
向
け
商
品
の
製
造
が

可
能
と
な
る
。
生
産
性
の
向
上
、

新
た
な
販
路
開
拓
に
よ
る
売
り
上

げ
増
加
や
雇
用
の
拡
大
が
期
待
で

き
る
と
い
う
。

予
定
事
業
費
は
３
４
８
０
万
円

で
市
は
１
０
０
０
万
円
の
助
成
を

予
定
し
て
い
る
。

市
の
企
業
立
地
促
進
条
例
で

は
、
増
設
や
移
設
な
ど
を
行
い
事

業
の
高
度
化
を
進
め
る
企
業
に
つ

い
て
、
指
定
事
業
者
に
指
定
、
奨

励
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
定
め
て

い
る
。

初
の
「
山
ぶ
ど
う
ワ
イ
ン
コ
ン
ク

ー
ル
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
実
行
委
員
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

津
谷
市
長
㊧
に
要
望
書
を
提
出
し

た
阿
仁
自
治
会
長
会
（
北
秋
田
市

役
所
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

北
秋
田
市
の
あ
い
か
わ
保
育
園

（
石
崎
賢
一
園
長
）
の
５
歳
児


人
が
こ
の
ほ
ど
、
同
市
上
杉
の
ひ

ま
わ
り
陶
芸
ハ
ウ
ス
で
陶
芸
体
験

「
ら
く
が
き
お
皿
作
り
」
に
挑
戦

し
た
。
園
児
た
ち
が
粘
土
に
思
い

思
い
の
絵
を
描
き
、
焼
き
上
が
り

に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
た
。

陶
芸
体
験
は
子
ど
も
の
感
性
や

想
像
力
を
育
も
う
と
毎
年
実
施
し

て
い
る
。
講
師
は
陶
芸
ハ
ウ
ス
で

活
動
す
る
陶
彩
ク
ラ
ブ
所
属
の
湯

瀬
二
美
代
さ
ん（

）＝
秋
田
市
。

事
前
に
紙
に
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
を

参
考
に
、
厚
さ
７
㍉
の
楕
円
（
だ

え
ん
）
形
状
に
延
ば
し
た
粘
土
に

模
様
を
付
け
た
。

園
児
た
ち
は
焼
い
た
と
き
に
粘

土
が
割
れ
な
い
よ
う
鉛
筆
を
使
っ

て
浅
く
彫
り
、
動
物
や
人
の
絵
を

描
い
た
。
花
の
形
の
ス
タ
ン
プ
を

使
っ
て
仕
上
げ
る
と
、「
で
き
た
」

と
笑
顔
を
見
せ
た
。
佐
藤
慎
之
介

ち
ゃ
ん
（
５
）
は
「
ヒ
マ
ワ
リ
を

描
け
て
楽
し
か
っ
た
。
で
き
た
お

皿
に
唐
揚
げ
を
乗
せ
て
食
べ
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

作
品
は
１
週
間
ほ
ど
乾
燥
さ

せ
、
湯
瀬
さ
ん
が
素
焼
き
や
釉
薬

（
ゆ
う
や
く
）
塗
り
、
本
焼
き
を

行
う
。
完
成
ま
で
約
２
カ
月
か
か

る
見
込
み
。

北
秋
田
市
の
人
権
擁
護
委
員
委

嘱
状
交
付
式
が

日
、
市
役
所
で

行
わ
れ
、
秋
田
地
方
法
務
局
大
館

支
局
の
小
野
雅
之
支
局
長
が
再
任

さ
れ
た
委
員
２
人
に
委
嘱
状
を
伝

達
し
た
。

委
嘱
さ
れ
た
の
は
５
期
目
の
長

岐
直
介
さ
ん
（

）
＝
七
日
市
＝

と
、２
期
目
の
片
岡
正
さ
ん（

）

＝
浦
田
＝
の
２
人
。
い
ず
れ
も
任

期
満
了
に
伴
う
再
任
で
、
任
期
は

２
０
２
６
年
６
月
末
ま
で
の
３
年

間
。交

付
式
で
は
小
野
支
局
長
が
２

人
に
法
務
大
臣
か
ら
の
委
嘱
状
を

手
渡
し
、
「
今
後
も
地
域
委
員
の

中
心
と
し
て
効
果
的
な
啓
発
活
動

を
お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

同
席
し
た
津
谷
市
長
は
委
員
の
こ

れ
ま
で
の
活
動
に
謝
辞
を
述
べ
、

「
今
後
も
力
を
合
わ
せ
て
人
権
擁

護
活
動
に
努
め
た
い
」
と
話
し
て

い
た
。

人
権
擁
護
委
員
委
嘱
状
交
付
式

（
北
秋
田
市
役
所
）

訃報広告（死亡広告）のお問い合わせ・お申し込みは、広告課までご連絡ください。ＴＥＬ０１８６-４９-１２５４ ＦＡＸ０１８６-４９-４３２５

粘土に絵を描いて皿作りを体験する

園児たち（ひまわり陶芸ハウス）

若年者ものづくり競技大会の本県代表認定証を受け取る

佐々木さん（ホテルメトロポリタン秋田）

十
和
田
精
密
を
指
定

鹿
角
市
の

指
定
事
業
者

１
０
０
０
万
円
を
助
成

全国か
ら103点､きょう審査
あす康楽館でフォーラム小坂町

山
ぶ
ど
う
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル

県代表の９人が壮行会
佐々木さ

ん(秋田職能短 大)が出場電子回路
組 立 て

若
年
者
も
の
づ
く
り
大
会


